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今月の紙面から

行　政

平成23年2月15日号

1〜3 4・5 6 7 8・13 9・14 10 11〜13

行政 学びの里 環境 男女共同参画 市民協働 健康・福祉 カレンダー お知らせ

雪の中で開かれた新春恒例「宗
像地区消防出初式」（３ページ）

住民基本台帳カードの不正取得防止に協力を、「市民課窓口から」� 3

守ろう子どもの権利　果たそう大人の責務、「子ども基本条例（仮称）」� 4

ミュージカルで伝える宗像の歴史、「世界遺産への道」� 5

田島地区の不法投棄ごみ　素早い連携力で解決� 6

あなたの周りは大丈夫？　喫煙による健康への影響、「メッセージ」� 7

晴れやかな門出を祝う　2011年宗像市成人式、「提案制度」� 13

みんなで楽しく海体験　うみんぐ大島、「島だより」� 2

第２回市民活動交流まつり　3/13（日）市民活動交流館（メイトム宗像）� 8

ウオーキングマップで健康づくりとまちおこし、「健康むなかた21」� 14

　広報紙15日号で毎月、市ホームページ＝http://www.city.munakata.
lg.jp/に掲載している市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

３月１日（火）から
「燃やすごみ」の収集開始時間が
午前６時30分に
　　　　  戻ります
ごみの出し遅れに気を付けてください
■問い合わせ先
　資源廃棄物課　☎（36）１４２１

３月21日（月・祝）、３月27日（日）、
４月 ３ 日（日）は、
転入・転出の手続きができます

　毎年３月と４月は、就職や転勤などで転入・転出の手続きが
増える時期です。
　市では、市役所の開庁時間内に手続きできない人を対象に、
新たな市民サービスを提供するため、試験的に市民課などの窓
口を開設します。詳しくは広報紙３月１日号でお知らせします。

　実施日時　　３月21日（月・祝）、同27日（日）、４月３日（日）
　　　　　　　10：00〜14：00

　開設窓口　　市民課、国保医療課、税務課、教育政策課の一部

＊他市町村など関係機関に照会が必要となる業務は、当日受付
不可
＊市役所裏門は施錠のため、表門を利用してください
■問い合わせ先　総務課　☎（36）５０５０

　
１
月
14
日
（
金
）、
道
の

駅
む
な
か
た
の
来
館
者
数
が

４
０
０
万
人
を
突
破
し
、
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
４
０
０
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
自
由
ヶ
丘
在
住
の
渡
辺

さ
ん
夫
妻
で
、
記
念
品
と
し

て
新
鮮
な
マ
ダ
イ
や
ア
ワ
ビ

な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
道
の
駅
む
な
か
た
は
、
平

成
20
年
４
月
に
開
業
し
て
以

来
、
２
年
９
カ
月
で
来
館
者

渡
辺
さ
ん
夫
妻
（
中
央
２
人
）

に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た

数
４
０
０
万
人
を
突
破
。
全

国
の
道
の
駅
の
中
で
も
九
州

で
第
１
位
、
全
国
で
も
第
４

位
の
売
り
上
げ
（
約
15
億

円
）
を
誇
り
、
来
館
者
は
年

間
約
１
５
０
万
人
に
も
上
り

ま
す
。

　
地
域
振
興
の
新
し
い
拠
点

と
し
て
、「
多
く
の
人
に
来

て
も
ら
い
、
宗
像
の
産
物
を

Ｐ
Ｒ
す
る
」
と
い
う
初
期
の

目
的
は
達
成
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。今
後
は
、お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
新
鮮
で
安
価
な

商
品
を
安
定
的
に
そ
ろ
え
る

仕
組
み
と
、
宗
像
市
の
情
報

発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
や
道
の

駅
の
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
必
要
性
や
有
効
性
な
ど
を
外

部
か
ら
評
価
す
る
「
事
業
仕
分
け
」
を
１
月
15
日
、
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
。
市
民
ら
約
１
５
０

人
の
傍
聴
人
が
見
守
る
中
、
改
善
点
の
指
摘
や
提
案
な
ど
熱

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

経
営
企
画
課　

☎
（
36
）
１
１
９
２

　
国
を
は
じ
め
、
多
く
の
自

治
体
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る

「
事
業
仕
分
け
」。
市
で
は
今

回
、
外
部
の
視
点
か
ら
事
業

の
改
善
点
な
ど
の
提
案
を
受

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在

実
施
し
て
い
る
事
業
が
「
必

要
な
事
業
か
」「
市
が
実
施

す
る
こ
と
が
適
当
か
」「
実

施
方
法
が
効
果
的
、
効
率
的

か
」
に
つ
い
て
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
防

災
対
策
事
業
や
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

な
ど
16
の
事
業
。
非
営

利
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
構
想
日
本
」
や
市
行

財
政
改
革
推
進
委
員
、

有
識
者
ら
12
人
の
「
仕

分
け
人
」
と
、
無
作
為

抽
出
で
選
ば
れ
た
30
人

の
「
市
民
判
定
人
」
が

そ
れ
ぞ
れ
２
班
に
分
か

れ
、
公
開
形
式
で
各
事

業
を
判
定
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
事
業
の
内
容
や
現

状
な
ど
を
市
の
担
当
職
員
が

説
明
。
事
業
に
対
し
、
仕
分

け
人
か
ら
多
く
の
質
問
や
意

見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
防
災
対
策
事
業

で
は
、「
市
民
の
命
に
か
か

わ
る
問
題
」
と
い
う
こ
と
で

仕
分
け
人
の
関
心
が
強
く
、

市
民
の
防
災
意
識
や
災
害
時

の
避
難
場
所
の
周
知
な
ど
、

市
の
取
り
組
み
に
多
く
の
改

善
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
仕
分
け
人
と
市

民
判
定
人
が
、
各
事
業
の
実

施
を「
廃
止
」「
民
間
」「
国
・

県
・
広
域
」「
市
（
要
改
善
）」

「
市
（
現
行
ど
お
り
）」
で
判

定
し
ま
し
た
（
表
１
）。

　
市
で
は
、「
今
」
に
対
す

る
判
定
結
果
を
踏
ま
え
て
検

事
業
を
見
極
め
る

「
仕
分
け
人
」と「
市
民
判
定
人
」

熱
い
議
論
で
多
く
の
改
善
点
を
指
摘

討
し
、
各
事
業
の
方
針
を
最

終
的
に
決
定
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

事
業
に
つ
い
て
市
職
員（
手
前
）

に
質
問
を
す
る
仕
分
け
人

事
業
の
判
定
を
シ
ー
ト
に

書
き
込
む
市
民
判
定
人

必
要
？有効
？
外
部
評
価
で

　
　

  「
今
」を
確
認

市の事業
として

（表１）
事業名 判定結果

SOHO支援事業 市（要改善）
排水設備改造工事推進事業 市（現行どおり）

公用車管理事業 市（現行どおり）
環境活動推進事業 市（要改善）
環境保全事業 市（要改善）
住宅相談事業 市（要改善）

花、緑のあるまちづくり事業 市（要改善）
市民図書館管理運営事業 市（現行どおり）

防災対策事業 市（要改善）
むなかた電子博物館推進事業 市（現行どおり）
協働のまちづくり推進事業 市（要改善）

成人式事業 市（現行どおり）
シルバー農園事業 民間

献血事業 市（要改善）
産学官民連携事業 廃止
有害鳥獣駆除事業 国・県・広域


